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特集 危機管理と対策   

リスク・マネジメントの概念と実務   

－リスクを正しく理解して適切な対策を－  

……市川 彰（富士短期大学）   

阪神大震災に学ぶ一束京都の震災対策－  

‥…・和田正幸（東京都）   

大規模災害リスクへの対応  

……井口武雄（三井海上火災）   

災害の現場から  ……小笠原晩（芦屋大学）   

情報通信ネットワーク危機管理  

……石川 宏（NTT）   

入門講座   

やさしい待ち行列（4）……高橋幸雄（東京工業大学）  
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編集後記●最近のDOS／Vをはじめとするコンピュータ雑  

誌には付録としてCD－ROMがついているものが多くみら  

れるようになった．CD－ROMが非常に安価に作れるように  

なったのがその理由であるという．雑誌の内容に応じたプ  

ログラムや，音声・画像のデータが記銀され，パソコンの  

CD～ROMドライブで読み出せるといった仕組みである．筆  

者の幼年期，当時の雑誌の付雀剥こ，ビニールでできたソノ  

シートというレコードがついていたことを思い出した．時  

代とともに提供されるデータの量が飛躍的に増加したこの  

良い例であると思われる．インターネットを通じて送られ  

てくるメイリングリストからの電子メイルやWWWとさ  

まぎまなツールから得られた膨大なデータをどう利用する  

かについての議論は従来から多くみられる●一方で，情報  

の発信あるいは提供についてはどうであろうか．大学で，  

WWWのホームページを個人的に公開している学生も少  

なくない．情報を入手するばかりでなく，比較的簡単に，  

自ら情報を作り出し，発信することができるようになった  

わけである．暗号やネットワークへの不正進入に対する議  

論や対策は行なわれているものの，情報の中身に対する倫  

理教育・研究が必ずしも十分整っているという状況ではな  

い．しかし，その機運は高まりつつあるようである．たと  

えば電子情報通信学会では「21世紀における情報通信とそ  

の倫理」と題したパネル討論が企画され，情報通信倫理研  

究会が構成されてもいる●インターネットが商用化した今  

日，道具の利用方法や，可能性を強調するばかりでなく，  

その裏側に隠れている落とし穴についても，十分な教育と  

研究を行なう必要があると思われる．   （葛山康典）  
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